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酸による紙質 ･装丁の悪化-

I.書籍用紙の悪化についての警告

1. 酸性紙の問題

最近になって,書籍用紙の耐久性について紙の

なかに含まれる酸が問題であるとする警告の新聞

記事をよく見かける｡日本の古版本の覆刻を永年

手がけている八木書店が,本来原本の生命をさら

に長く引き継ぎ,それを普及させるために作成し

た覆刻本が,紙質のために原本より短命であるこ

との矛盾を意識し,無酸性の用紙を使用すること

にしたとすする記事(朝日)をは.じめ,｢千年もつ

和紙を見直そう｣矢延洋泰,｢書籍用に中性紙を使

おう- 寿命は長いし,量産化すれば割安｣小林

嬬一,｢このままでは本が滅びる?- 用紙の面

からみた本の危機｣小沢理一恵子 ｢図書館雑誌｣

1983.2などがある｡

この夏,西武のあるデパートでは,紙の醸性問

題と用紙に関する展示会があり｢本の寿命を長く

しよう｣の運動がみられ,人々の関心をひくよう

になったと思われる｡

2. 外国における図書資料の危機

米国においてはこの問題は古くから注目されて

いたことである｡最近,再び日本経済新聞の記事

で米国議会図書館 (以下LC)の蔵書1700万冊の

うち35%が破損の状態にあること,.フランス国立

図書館(BN)の1000万冊の蔵書のうち,9万冊は

手がつけられない状態で,その一歩手前のものが

67万冊あるなどの窮状が伝えられ,また Library

Resources&TechnicalService,July/Sept.1982

において,M.Byrnesが報告するところによる

と,カリフォルニヤ大学図書館では2000冊の単行

本について紙質を調査したところ,28%が脆弱と

なるか又は使用できないような状態である｡スタ

ンフォード大学では人文社会科学のタイトルは26

%が脆くなり,イ其-ル大学のスター1)ソグ図書

20

岡 崎 義 富.tl

館の18000冊を対象とする予備的な調査によると,

86%の図書用紙がpH価が5.4よりも低くなっ･てお

り,45%が脆い状態で,2回折ることによって角

が破れる有様であるとしている｡

同誌は,｢図書館資料の保存1981｣として,こ

の問題に関する主要文献,諸団体の活動,製本,

諸会議,保存技術,脱酸性問題,保存のための専

門家の養成など主要な活動状況を報告して参考に

なる｡

わが国では,用紙の酸性問題については既に本

紙第22号p.26で報じた金谷博雄編 『本を残す 用

紙の酸性問題資料集』が発行されテメリカを中心

とした研究や諸報告が集められて人々の注意を喚

起している｡

さらに,1981年秋,LibraryTrendsに ｢紙の

質と紙の化学｣ と題する J.ウィリアムズ氏の論

文が掲載されている｡この論文は最新のこの問題

に対する基本的な考え方を概説していて極めて示

唆に富んでいる｡この論文に従って,筆者の資料

保存にかかわる雑多な作業体験を整理し,反省し

てみたいと思う｡

ⅠⅠ.図書館資料の悪化

1. 古版本の装丁

筆者が仕事の経験をもった一橋大学において大

規模に保存,修理の作業が行われた事例としては

1954年,著名な社会科学の古典コレクションであ

るメソガ-文庫,ギルーケ文庫等についてのもの

がある.特にメソガ-文庫には15世紀から1900年

代のはじめにかけての刊本が幅広く組み込まれて

いて,年代の古いものには革表紙のものが多く,

その破損が当時はなはだしく目立った｡当時の事

務長は, ｢戦争中の疎開図書はほとんどこれらの

書物であり, 箱詰めには細心の注意を払ったもの
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の-.-この疎開のため一段と破 損度 を増したか

も知れない｣と記している｡1)いま思えば図書自体

もそれだけ脆弱化してし｢たのだと考えられる｡当

時そのままの利用には強い危供の念があった｡こ

れら文庫は大震災と第二次大戦を無きずで生きの

び,一橋大学の社会科学の収書の遡及的側面の核

をなすものである｡特にメンガーのごときは世界

的に著名な文庫でウィーン大学から移すときに現

地での低抗が感じられたとのことで,保存の責任

は一大学のそれを越えるものと考えられた｡その

ため当時この修理のため特別な予算的措置が1954

年の年度も1-月になって配布された｡禁貸出の図

書であることから,諸製本の優れた技術をもつ人

を紹へいし,館内作業の体制がつくられた｡当時

若輩であった筆者は草や用紙の酸性に対する知識

もなく,利用度が一定ならば資料の破損 ･悪化は

年代の古いものほどひどいといった漠然たる想像

をはじめもっていたに過ぎない｡修理すべき本の

抽出に同僚と悪戦苦闘の日が始まったo一冊の本

の原形を残して修理することがどの位の時間を要

する仕事かはすぐわかってきたO予算の額もさる

ことながら時間が問題である｡いま思い出しても

冷や汗のでる仕事であった｡

2. 草装丁の耐久性

⊥般に手人が不足している場合,古いものほど

汚れがひどい債向があるとしても,必ずしもそれ

が資料の堅牢さを失っていることを意味しない｡

むしろ堅牢な資料が古い出版になるものに少なく

ないことがわかってきたL.草が柔軟であれば,綴

もしっかりしていて十分な耐久性をもっている｡

古い装丁草は硬くなっていても,茶色の粉のよう

に決定的に崩れるような草ではない｡粉のように

組織が崩壊してしまう草は19世紀後半になってか

らのものに多い.

草の悪化を防止するのに油を塗布るのはどうか

という考えは常識的にでてくる｡大学の所蔵する

資料に LydenbergH.M.のThecareandrepair

ofbooks,1945があり,そのなかに相当の種類の

塗布油の処方を発見した｡2)

内容は古いものであったが,1929年に米国農務

省に所属するVeitch,F.P.氏等がLCの要請を

受けて作った処方,また大英博物館の使用してい

る塗布池も知ることができたOそこで,処方に示

されているもののなかから薬局で材料の入手でき

るものを選び,大学の化学 (実験)室の協力を得

て,試験的に使用する塗布剤を作成した｡注1)処方

の多くにみられる主成分はラノリンである｡その

他セダー油,牛脚油,ウックス,ステアリン酸ナ

トリウムなどが使用されている｡

しばらくして(1968),同じく社会科学の古典の

収集で有名な--バー ド大学のクレス文庫を訪ね

る機会めぐまれ,その所蔵の草装丁本の資料カ.I;美

しく保存されているのをみてその手入れ方法を質

問した.その答えは,前記Lydenbergにある大英

博の処方注2) による塗布剤を使用しており,池を

塗布するまえに汚れをしめった布でふきとる,特

にみみの部分に注意して池をガーゼで塗り,本を

たてておいて数日乾かして,十分乾いたのをみと

どけてからフランネルでかるく磨いている｡ラノ

リンのみでも効果がある｡ベラム及び薄い色のも

のについてはニューヨーク公共図書館の使用して

いる処方の方を利用しているとのことであった｡

これは注1)に示してあるものと同一である｡

3. 草の酸性につし~､て

われわれの作成したものは薄い色の草にも適用

できるものと考えていたが,どうしても塗布のあ

と黒ずむ傾向があった｡そして時間のかかる仕事

でルーチンにさし込むのは困難であった｡ (修理

本の抽出もルーチン外の仕事であったが)自家

製の塗布剤がなくなる頃,この問題に関する重要

な一冊の報告書を入手した｡これは大英博の研究

室に所属する Plenderleith,H.J.氏のThepre-

servationofleatherbookもindings,1953(1st.

printed1946)8)であるOたった24Pのパンフレッ

トであったが,新しい時代に作られた製本草が古

い時代のそれより悪化が激しい事実を述べ,その

科学的分析の結果を中間報告的に示したものであ

った｡結論は,草の悪化の主な原因は酸から皮の

組織をまもる成分が欠如(自然的に又は人為的に)

してしまうことから起る｡この保護成分が植物性

タンニン常しの草にふくまれている場合には酸に

対する抵抗力があり悪化は進行しない｡この成分

がないと草は耐久性について信頼がおけなくなる｡

その意味で,現在生産されている草のうち,P.Ⅰ.

R.A.(-PrintinglnddstryResearch Associa-

tion)の試験に合格し保障のスタンプのある草以

外は信頼性はないというものである｡

さらに油の塗布は草の朽ちるのを防ぐ力はない,
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ほとんどその点では効果を示さない｡ただ皮の組

織を柔軟にするので物理的な破れや,擦 り切れる

ことを防ぐ効果は十分あるとしている｡

懸命に作成し塗布剤も,塗布作業も無駄ではな

かったが,悪化防止の本質に肉薄するものではな

かった｡暗いものが心を走った覚えがある｡ピー

ターウォーズが ｢保存とは不可能なことを遅らせ

る技術｣といったそうであるが,借 り切れないも

のがある｡当時の事務長は ｢今後長年月にわたっ

て,その生命力を持ち続けてくれ る こ とであろ

う｣と書き残しているが,この時期にできるだけ

現物と同じような材料を求め注文には相当の費用

をかけたが特別製本用保護皮革(PIRA)を使用し

たわけでない,そうだとすると記録のなかで期待

されていることより短命という･ことになろう｡

4. 紙質の悪化について

装丁の脆弱化は棚の上にあって直接的に眼に触

れる｡しかし紙質の悪化はその資料が利用された

時点でないと気がつかないことがある｡19世紀の

中葉からは草装丁は少なくなる｡このころから紙

質の悪化が目立ってくるようにみえる｡膜がなく

なり,綴 り直しが困難なものまででてくる,いわ

ゆる ｢のど｣の部分を特別の別の紙で一枚一枚補

修しないと綴ることができないものがあり,ここ

でも新しいもの必ずしもよくないことが体験的に

感じられるようになった｡

① 事例A･1864年甲刊本

メンガー文庫には著名なJ.S.Millの 『経済原

論』の初版1848年がある｡この書物はメンガーが

その独特の読み方で利用したとは思われない｡ペ

ージには書き込みがなく,紙質はさして悪化して

いない｡一方, ドイツ訳 (Soctbeer1864)は無数

の書き込みが鉛筆でなされていて,徹底的な読み

込みがなされた形跡がある｡これはメンガー研究

に重要な資料である｡かつて,鉛筆によるこの書

き込みが擦れて解読不可能になる恐れがあるとし

てマイクロフィルムに撮影された｡いまは,さら

転周囲からのやけ込みが強くなっていて,鉛筆の

筆跡が擦れて消えてしまうよりさきに,紙の悪化

によってコントラストがなくなりその結果読めな

くなる方が早いのではないかと思われる｡これは

スミスの 『国富論』初版1776年と,その ドイツ訳

(1846-47)についても同様なことがいえる｡
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② 事例B.1875年の刊本

バー ト フランクリン文庫は1975年に一橋大学

に導入されたこれまた社会科学古典の大規模な文

庫であるが,このなかに近時注目を浴びているマ

ルクス資本論フランス訳の-異本がある｡(Marx,

K.Lecapital.Tr.deM.J.Roy,entiirement

revisaeparl'auteur.Paris[1875]351p.)これ

はさらに悪い状態で,触れると崩れる有様である｡

ページの中央部はまだ幾分強さが残っているが,

周囲がとくにひどくまた,ページのはじめ,終 り

がひどく悪化していて脆い｡相当に社会的に困難

な状況で出版されたもので,はじめからそう紙質

のよいものが選ばれたとは想像できない｡一般に

この頃の紙は悪化が目立つ｡この書物についての

み考えるなら,著名な図書であり,特別な保存の

措置もあるがこの時代全体となると大きな問題と

なる｡いまは散逸を防止するため袋に入れて横に

おかれている｡

③ 事例C.1900年代初期の刊本

悪化の激しい典型的なものに1961年に受け入れ

られたRoyalAsiaticSocietyofBengalの一連の

出版物がある｡これは印度史の研究者の要請で急

きょ購入したもので,この資料は19世紀の終 りの

時期から1940年頃の出版になるものであるが,そ

のなかに極めてひどい状態のものがあった｡見た

ところは少し茶色にやけ込んだ程度で,この程度

のものは普通である｡が触れてみて驚いたことは,

まったく旗がなく,パラパラ砕けてしまいガラス

の破片のようで,ページがめくれないのである｡

高温,多湿の場所にあったことはその悪化を強め

る原因があるが｡なかにはしっかりしたものもあ

り,それが保管の場所が異なっていたためかどう

かは予想できない｡通常の製本が不可能で,方法

としては一枚一枚雁皮紋を張ってから製本するか,

又はなんとかマイロフィルムに撮影するかである｡

この場合も,撮影台に拡げるだけで一苦労である｡

さらにその手間と費用は資料の価格を数倍越える

となると,事例Bと異なり,極めて現実的問題が

でてくる｡資料はそっと箱に入れそのまま置かれ

る結果になっている｡･

④ 事例D.旧分類の図書 (～1930)

一橋大学で旧分類と称する分掛 ま神田一橋時代

のものである｡現行の分類は1930年国立キャンパ

スに新図書館が竣工した時点から授用されている｡
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新分類は太田為三郎が近代化のための展開式分類

の採用を建議してから数年後,鬼頭 ･川崎両氏に

よ?て具体的分類表が作成されたのである｡

この旧分榎に属する図書は,推測すると和書約

5万,洋書約6万程度である｡和書は大部分新分

類に変換されたが,洋書の大部分はそのまま残さ

れている｡旧分類はいわゆる固定式で書庫の階数

と書架の番号 (分類)及び図書番号がついている｡

この請求番号を有する洋書は開校以来主として大

正時代を通じて収害されたものである｡図書館見

学のヨーロッパの研究者がこの部分をみて,｢見

たことのない書物が相当ある｡いまヨーロッパで

は利用できないものがある｣と口を開くことがし

ばしばあった｡これは単なる外交的辞令とは思わ

れず,むしろ第一次大戦のヨーロッパの破壊が想

像以上のものであることがわかるような気がした｡

メンガー,ギールケ文庫のみならず保存の責任の

重さがそこにもある思われた｡止むを得ないこと

はいえ配置の場所は良い条件ではなく,特にこの

部分資料の紙質の悪化がめだっている｡

⑤ 事例E.大学新聞

｢一橋新聞｣の第 1号は大正13.6(1924)に発

行された｡新聞紙の耐久性は,紙質からしてそう

長期のものではない,先輩から50年,ながくて80

年といわれたことがある｡■しかし昭和30年(1955)

の一橋創立80周年を迎えるころは史料としての利

用が盛んで再製本も不可能な状態まで紙質が悪化

しており,大学の記録として散逸を防ぎ保存を確

実にするため,なんらかの措置が必要となってい

た｡館員の手によって部分的にマイクロフィルム

化が進められたが,昭和39年 (1963)になって,

業者 (日本マイクロ写真)に依託し本格的なマイ

クロフィルム撮影が行われた｡これは来るべき同

大の創立百年記念 (1975)の準備として計画がさ

れたものであった｡創立80-100年を迎える大学

が多くなっている｡おそらく商業誌を別としてそ

こにしかない資料の保存が各大学で考えられてい

るであろう｡書かれている情報はマイクロフィル

ムで利用できる｡そのとき発行しそれ自体が歴史

の証人として生き残った新聞自体を撮影のあとど

う各大学は処理しているだろうか｡新聞紙は30年

で通常の利用ができなくなってしまった｡

⑥ 事例F.明治文庫

文明史の研究者として著名な三浦新七博士の発

憩で,明治憲法公布以前の出版物(明治初年から)

をできるだけ網羅的に収集する方針をたてその相

当量の出版物が収集された｡(現在は公布以降の

ものも入っている)若干の木版ものもあるが,わ

が国における洋装本 ~(用紙をも含め)の発展を具

体的にみることができる｡翻訳による教科書炉,

文学書が多く含まれており,用紙の悪化がはっき

りしてきている｡しかし,新聞紙の悪化を前述し

たが (事例E)ここに所属する団団新聞 (明治10

-32)は良い状態を保っている｡分析が必要であ

るがすべてが悪化しているわけではない｡

ⅠⅠⅠ.インキュナブラの紙質

メンガー文庫にはEgidiusRomanus(1247-13

16)の 『君主統治論』Deregimineprincipum,

1473年があり,一橋大学のもつ最も古い刊本の一

つであったが,前述のバート フランクリン文庫

が入り,さらに古いCrescen2;i(1230?-1310?)

の 『農事便宜論』RuraliacoH皿Oda,1471年が

入った.合計して所蔵のイソキュナブラは22冊と

なった｡500年 の歳月を耐えぬいた個体は受けた

さまざまな処遇を身に刻み込んでいる｡丁寧な補

修のあと,無神経な取 り扱による無残な傷跡,そ

の双方を一身にまとっているものが多い｡これを

別とすれば特別の場合を除き優れた紙質を保持し

ている｡装丁草は乾燥していても決して粉々に崩

れるような状態ではない｡そして誰も,よく保存

されたインキュナブラをみて,西の内のようにし

っかりと美しい白きを保っている紙質からは,そ

れが5世紀も前のものであるとは一瞬信じ難い印

象を受けるであろう.一枚一枚丁寧に,一冊一冊

慎重につくられた手作の良さが長い生命を本に与

えていることがわかる｡勿論,当時の本が極めて

貴重なもので特定の人達のみが利用するものであ

ったであろうし,機械化の量産方式が紙を悪化さ

せたとはいえ情報の流通をいかに多くの人々に拡

げ利用可能にしたかはいうまでもない｡

ⅠⅤ.保存の場所

｢稀用図書｣という用語が保存図書館の設置を

検討する際に造語 (田辺氏による)された｡利用

頻度の高い図書とそうでない図書を分離配置する

ことは利用の効率をあげる面から当然の措置であ

る｡このことは一般に利用度の低い稀用図書は館
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員の常時活動する範囲から遠ざかって置かれるこ

ととなる｡例えば中層に参考,出納のカウンター,

主要閲覧エリアがあるとすると稀用図書は当然の

成 り行きで最上階又.は一階の片すみ又は地下室で

ある｡近代的な設備を十分はどこしてある新築の

図書館は別として古い歴史のある大規模大学図書

館の場合,実はこのような図書館に稀用図書は多

いのであるが,書庫内がどこも均等な保存のため

の条件を備えてはいないとみてよい｡特定の貴重

書室等は別であるが,例えば1Fは通風が悪 く湿

度が高い,地下 はなおさらである｡(完全なエア

コンは地下室の方が設置しやすいというが,これ

は最近のことでかつ大変な費用がかかる)一方,

階層が上になると,日光が強 く入ったり乾燥し過

ぎることが多い｡一橋大学は前述のように1930年

に新図書館が竣工した｡一橋新 聞には当時,･｢東

洋一の図書館建築なる｣といった誇らしげな記事

が掲載されている｡最高の建築であったが,空調

など及びもつかない時代であった｡三階に出納台

をもつ構造になっているため,自然,メンガー文

庫,旧分類の_図書は1階に,そしてギールケ文嵐

明治文庫は5階に配置されるようになる｡1階は

湿度が高く5階は乾燥しすぎる｡新しい増築書庫

が1964年にできるまで久しくそこに配置されてい

た｡この間1階において湿度の記録は一時期とら

れたが特別の除湿対策が講じられたわけではない｡

増築書庫の最上階 (4階)が貴重書の配置場所と

なったが対火の壁ができたものの乾燥度の高いこ

とには変 りはなかった｡

稀用図書の別置ほ保存機能にアクセントが移っ

て行く等であるが,現実には保存条件の悪いとこ

ろに置かれるようになる｡利用頻度と図書自体の

価値とは別の次元であることを考えねばならない

と思 う｡

一橋にはその後,1978年に社会科学古典資料セ

ンターが設置され,3層の建物ができ従来の書庫

よりは良い条件の施設ができた｡窓も小さく大型

のエアコンが設備されたが,本来の空調設備と異

なり,クーラーの機能はあるものの恒温恒湿を保

つものではない｡当時としては特別の措置であっ

たとしても貴重書の保存に適切な条件を備えてい

るわけではない｡一年の乾燥期間を置いてメンガ

ー,ギールケ; フラソクリソ文庫等が移された｡

エアコンの通風がスタックの通路部に近 く配置さ
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れている資料を乾燥させるのではないかとの恐れ

がある｡

Ⅴ.図書資料悪化の原因

1. 紙質の劣化

冒頭で触れたウィリアムズ氏の論文は図書資料

の紙の問題について現在の基本的な問題を指摘し,

その動向を概説している｡筆者の前述の体験をこ

の論文の主旨に従って整理してみよう｡

｢貴重書室の中世及びそれ以前の手作 りの紙が

優れた状態を維持しているのに,一般書中のここ

150年間の機械生産の紙が崩れる状態になるもの

があ り,この耐久性のない紙は文明の記録という

点で大きな災害をもたらしている｡この悪化は徐

々に進行するので館員も利用されページが破損す

るまで気がつかない,この悪化の過程を追跡する

には時間がかかる,質の悪い紙でも25年,一方最

上の紙は2000年も存在し続けている｡｣

一般に紙質の変化を測定す るには TAPPI

(TechnicalAssociationofPu】pandPaperln⊥

dustry)MIT耐折強 さ試験機とショヅパー型試

験機がある｡前者には幅 1.5cmの試験紙片が1キ

ログラムの張力のもとにおかれ機械で左右に1350

(土5)折 りたたまれ,試験紙が破れるまで続けら

れ,折 りたたみの回数で強さが示される｡後者は

同じ大きさの試験片を左右からバネで引き(790-

1000g),真申を刃の型をした棒で押してスロッ

トに押し込む,この動作をくりかえし破れるまで

行 う方式である｡

ウィリアムズ氏は前者を使用して行ったバロウ

(Barrow)の調査結果を報告している｡バロウ

は500冊を対象とした｡｢これは1900-1939年の

出版になるものである.紙質が弱いので特別に折

りたたみ角度を900とした｡結果は,39%が3回

以下で破れ,49%か24又はそれ以下,9%が25-

75, 1%が200を示した｡彼はこれを強さが や桂

めて低い'', ○低い〃o中間クや高い〃に分類した｡

しかしその上の200以上を ≠極めて高いクとする

ことはできない,それは16世紀,17世紀,18世紀

のポロを原料とする紙は300-4000までも折 り込

みに耐えるからである｣としている｡1940年代の

紙はこの実験のときまだ7-11年しか経過してい

なかったが57%が既に や低い〃部煩に層するもの

であったそうである｡
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虫喰い本にはクロロピクリンの頑蒸を行い,再製

本を要する資料は館内又は外注によって製本師に

渡された｡現在は書庫調査という名にかわって,

配列点検のみの作業になっている｡曝書の声が筆

者の耳にあった頃は資料を壊滅する決定的な敵は

紙魚,カビの類であると考えていた｡

洋書には虫も入りにくく,カビは大いにあるもの

も用紙がまったく駄目になってしまうといった感

じは正直にいって薄かった｡和紙の優れた性質を

教えられ紙に対する信頼性を一般化してしまって

いたように思う｡いまは虫も進化して洋書のなか

に喰い込んでいる,しばらくして米国で酸性紙の

問題が報ぜられるようになり紙の信頼性は幻想で

あることを知った｡洋書の大部分,洋装本になっ

てからの和書は遅かれ早かれ悪化が進むであろう｡

また終戦前後の図書がどんな状態かわかっている

はずである｡米国とは風土も所蔵する資料におい

ても異なるところがある｡資料の保存状況につい

て科学的な調査を先ず何らかの方法で実施し基本

的なデータを収集することが緊急に必要である｡

専門家もまた必要となるであろう｡

2. マイクロフィルム化

一橋大学の所蔵する西洋古典資料はフランクリ

ン文庫の導入によって一層量的な増加をみた｡同

文庫中にも破損しているものがあるが,費用の面

からも人手の面からも現状では修理を全面的に行

うのは困難である｡人が得られたとしても原形を

くずすことなく保存する仕事がどんなに時間のか

かることか理解できるであろう｡新しい図書のデ

ザイソは若者の注目を受けるが,自分の仕事が眼

にみえないところに埋没するじみな作業にはなか

なか人を得るのか困難である｡ 1人,月に早くて

数冊の完成がせいぜいとすると数千の対象図書に

手を入れるには時間,費用ともに天文学的数字に

なる｡

悪化の方がそれよりも早く進むことになろう｡

対策としてマイクロフィルムがある｡マイクロフ

ィルムの耐久性については歴史は浅いが保障があ

るそうである｡日本の温度ではカビの発生が問題

であろう｡マイクロフィルム化によって,複写サ

ービスも可能となり,原本を何度も使用しなくて

すむ｡原本を保管する条件も整えやすくなる｡ヨ

ーロッパを中心に重な資料書籍のマイクロ化プロ

ジェクトが盛んである｡利用の便宜と原本の保護
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を意図したものである｡一橋大学では社会科学古

典の文学として著名なゴール ドスミス ･クレス文

庫のマイクロフィルム版を購入している｡第 1に

蔵書の拡大であり,第2は予想される重複は所蔵

資料のマイクロ化の一環であると考えてよい｡こ

のマイクロウイルム版にない原本を所蔵している

場合はユニークjピーとして一橋大学みずから保

存の対策を課題とするものとみなしでよい｡当面

の守備範囲は少しは縮まったことになる｡

3.保存の環境

湿度 ･温度が紙の質の化学的変化に影響をもっ

ことは明瞭にされた｡書庫は利用の場であると同

時に保存の場としての機能があってほしい｡稀用

図書が湿気の多いところでカビをまっていたり,

乾燥の激しいところでそりかえるのをまつ状態を

改善する必要がある｡理想的には優れた環境が全

体として存在し,特定のものについては特に保管

を直視した空調設備があるべきだと思う｡さらに

は共同の保存書庫の問題も見直す必要があるであ

ろう｡何をどこまでするか,何を今優先させるか

など経済的条件をも考慮し対策が講ぜられるべき

である｡

日光,裸の蛍光灯,熱,湿気,空気汚染,これ

らはすべて悪影響をもつといわれる｡光化学スモ

ッグの多発する地域などは測定や対策について考

えるべきであろう｡

4. 保存の責任

よく知られているR.デイ氏の 『科学論文の書

き方と出版の方法』1983の序文で,∫.ベイリー

氏は ｢世界を動かす四つのもの,それは愛情,エネ

ルギー,物質,情報である｡第 1のものはまった

く不足し,第 2のものは不足に近い,第 3のものは

不足の度をすすめていて,第4のものだけが山積

している｣といっている｡巨大な情報の集積は何

がどこにあるのかわからない危機感をかもし出す｡

存在する資料の確実な利用を図る-こと,いうなら

ば資料の活生化を機械化技術を背景に書誌的情報

流通の効率化を通して図ろうとする課題がここ10

数年われわれの前に置かれた問題である｡図書館

の評価は必要文献へ到達できる確立によって測定

される｡そのため効率的検索機能と所在情報の結

合に前向きにとりくんできている｡効率のよい検

索システムが可能となり, 必要資料の現物を利用

する段階でその現物がなかったり,使いものにな
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らなくなっていたらどうであろう｡

資料を偉存し利用に備えるのは図書館の一義的

摸能である｡人間は歴史的存在である,われわれ

の現在を築いたのは蓄積された知識である｡当然

ながらその批判や克服をも含みつづ生長してきた｡

利用されてこそ資料であるが,その利用者のなか

には将来の人も加わっているはずである｡ローレ

ンツの言葉によると情報伝達が自然選択と遺伝の

みの時期から抜け出し動物は発達する｡動物には

伝統は存在するがさらにそれが言葉として伝達さ

れ既念化の作業が可能となり,知識が成立する｡

それを蓄積 し伝えることが可能となったとき人間

はその特徴を明確にするそ うである｡図書館はそ

のいわば極めて文明的人間的な機能を社会的に実

現するところである｡図書館機能は一過性のもの

ではない｡時代の記録を何も残さなかったとした,

過去の世代 の記録を も失ってしまったら時代の

エゴイズムである｡前向きの努力の合間に後をみ

たら,何もなかったとしたら大変恐 しいことであ

る｡印刷用紙には中性紙の使用が必要であること

を図書館をしてアッピールする必要があろう,そ

してもっているものを失わないよう,保存の条件

や脱酸処理の研究を進めるための調査の計画を検

討する時期だと思 う｡
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注

1) LCゐ要請でVeitch,F.P氏が5種程の処方を作っ

ている｡作成したものはそのN0.5で以下の通りで

ある｡

LaJmlin,anhydrous,U.S.P. 17.5%

JapanWax

Neat'sfootoil,20degree

Sodiumstearate

Water,distilled

10.0%

coldtestpure 25.0%

2.5%

45.0%

2) BMで使用している塗布剤の処方 (Lydenberg)

Lanolin,anhydrous 7oz.

Beeswas 1/20Z.

Cederwoodoil 1oz. (流体)

Hexane lloz. (流体)

3) 溶液中に含まれる水素イオンのモル濃度[H']の逆

数の常用対数でpH値が示されるolog白寿 純水の
[H+]は10~7であるからpH価は70pH-7を中性と

し7より小さいときを酸性,7より大きいときをア

ルカリ性とする｡pH価の尺度は0-14,pH-Oは

強酸の1規定,pH-14は強塩基の1規定にほぼ一

致する｡ (日本印刷学会,印刷事典)

4) ア レニウス (Ar血enius,S.A.1859-1927)

反応速度の公式

Lograte-
-E

2.303RT+constant(定数)

R-ガス定数 E-活性エネルギー

T-絶対温度

(58.10.15受理 おかざき･-よしとみ

兵庫教育大学学校教育セソクー助教授〉
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